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ングとして , 前後開脚で片側殿部のみを着座した half 
sitting で体幹を前傾する運動（HS）を考案した。本研
究の目的は ,HS の運動力学的特性を分析し , 安全性と
有用性を明らかにすることである。
方法
　健常成人 10 名を対象に 2 種類の比較実験を行った。
実験 1 は ,HS と通常の座位での体幹前傾運動（normal 
sitting:NS）を比較 , 実験 2 は ,HS とスクワット（SQ）
を比較した。全課題で膝屈曲角度は 70 度 , 各脚の荷重
量は体重の 50% とし ,HS の前脚 ,NS と SQ の右脚を解
析対象とした。運動計測には三次元動作解析装置 , 床反
力計 , 表面筋電計を用い , 下肢関節モーメントと下肢筋
の随意最大等尺性収縮に対する割合（%MVC）を算出







動がさらに高まった。HS は NS と SQ に比較して股関
節伸展モーメント , 床反力後方成分 , 広筋群 , 半腱様筋
が有意に高値を示した。実験 2 では ,HS は SQ に比べ
て膝関節伸展・内反モーメントが有意に低値を示した。
考察
　HS は姿勢を保持するため , 前脚の広筋群を発揮して
床を前方に押し , さらに体幹前傾による床反力垂直成分
の増大や , 半腱様筋の活動増大に伴う共同収縮によって
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